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2019
秋季号

国立工芸館

学生の未来への
第一歩を石川県が
応援します！　

いま一番受けたい授業

県外で学ぶ人も、県内でがんばる人も

水橋 文美江さん
（脚本家）

INTERVIEW



近
現
代
工
芸
史
を
語
る
作
品

１
９
０
０
点
以
上
が
移
転

唐
澤
先
生（
以
下
、先
生
）●
皆
さ

ん
は
、
移
転
す
る
工
芸
館
に
つ
い

て
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て
い
ま
す

か
。

フ
ミ
カ
●
県
立
美
術
館
と
県
立
歴

史
博
物
館
の
間
に
移
っ
て
く
る
と

は
聞
き
ま
し
た
が
・
・
・
。

マ
ナ
ブ
●
詳
し
く
は
ち
ょ
っ
と
。

先
　
生
●
で
は
、
ま
ず
は
工
芸
館

の
概
要
か
ら
お
話
し
し
ま
し
ょ

う
。
工
芸
館
は
、
工
芸
を
専
門
と

す
る
日
本
で
唯
一
の
国
立
美
術
館

で
、
明
治
以
降
の
近
現
代
の
工
芸

や
デ
ザ
イ
ン
作
品
を
幅
広
く
収
集

し
て
い
ま
す
。
東
京
国
立
近
代
美

術
館
の
分
館
と
し
て
１
９
７
７
年

に
開
館
し
、
42
年
間
に
わ
た
っ
て

集
め
た
作
品
数
は
工
芸
や
デ
ザ
イ

ン
な
ど
３
８
０
０
点
以
上
を
数
え

ま
す
。

フ
ミ
カ
●
た
く
さ
ん
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
石
川
県

に
は
、
ど
れ
く
ら
い
の
作
品
が
移

さ
れ
る
予
定
で
す
か
。

先
　
生
●
美
術
工
芸
作
品
の
う

ち
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
や
日
本
芸
術
院
会

員
が
手
が
け
た
作
品
を
中
心
に
、

１
９
０
０
点
以
上
を
移
転
す
る
予

定
で
す
。
こ
れ
は
当
館
が
所
蔵
す

る
美
術
工
芸
作
品
の
約
７
割
に
相

当
し
ま
す
。
日
本
の
工
芸
史
を
語

る
上
で
欠
か
せ
な
い
作
品
ば
か
り

で
す
よ
。

マ
ナ
ブ
●
そ
れ
は
す
ご
い
！ 

日

本
の
工
芸
が
石
川
県
か
ら
全
国
に

発
信
さ
れ
る
わ
け
で
す
ね
。

広
が
り
あ
る
世
界
を

体
感
し
て
ほ
し
い

先
　
生
●
さ
ら
に
、
工
芸
館
で
は

広
が
り
を
持
っ
た
工
芸
の
世
界
を

体
感
で
き
ま
す
。
特
に
現
代
の
工

芸
は
、
器
か
オ
ブ
ジ
ェ
か
な
ど
単

純
に
切
り
分
け
ら
れ
な
い
作
品
も

多
く
、
そ
の
枠
を
明
確
に
線
引
き

で
き
ま
せ
ん
。
作
家
一
人
ひ
と
り

の
工
芸
の
捉
え
方
が
違
う
の
は
当

た
り
前
の
こ
と
で
も
あ
り
、
工
芸

館
で
は
時
代
を
映
し
出
す
さ
ま
ざ

ま
な
傾
向
の
作
品
を
収
集
・
展
示

し
、
工
芸
の
様
相
を
幅
広
く
紹
介

し
て
い
ま
す
。

フ
ミ
カ
●
ど
ん
な
作
品
が
あ
る
ん

だ
ろ
う
？ 

楽
し
み
で
す
。

先
　
生
●
当
館
と
し
て
も
、
来
年

か
ら
は
工
芸
が
盛
ん
な
石
川
で
工

芸
文
化
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
よ
り
多
く
の
方
に
そ
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
と
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
開
館

に
合
わ
せ
て
工
芸
館
で
開
催
す
る

記
念
展
を
企
画
中
で
す
。さ
ら
に
、

展
覧
会
だ
け
で
な
く
、
幅
広
い
世

代
が
参
加
で
き
る
工
芸
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

マ
ナ
ブ
●
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
、
小
学
生
の
弟
と
、
家

族
み
ん
な
で
訪
れ
た
い
で
す
。

先
　
生
●
ぜ
ひ
ぜ
ひ
。
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

国立工芸館

※「国立工芸館」は、
東京国立近代美術館
工芸館が石川県移転
後の通称として使用し
ます。

県民の皆さんに、ぜひ知って
いただきたいことがあります。
それは、兼六園周辺文化の
森に移転する「国立工芸館
（正式名称：東京国立近代
美術館工芸館）」についてで
す。今秋に建設工事が完了
し、2020年の東京オリンピッ
ク前の開館に向けた準備も
いよいよ佳境を迎えていま
す。
そこで、今回は日本海側初
の国立美術館となる国立工
芸館の魅力を各分野の専門
家の方々に教えていただきま
した。ほっと石川だからこそ
の特別授業で、国立工芸館
“通”を目指しませんか。

陶磁 富
とみ

本
もと

憲
けん

吉
きち

エミール・ガレ

寺
てら

井
い

直
なお

次
じ

須
す

田
だ

賢
けん

司
じ

飯
いい

塚
づか

琅
ろう

玕
かん

斎
さい

稲
いな

垣
がき

稔
とし

次
じ

郎
ろう

秋
あき

山
やま

信
のぶ

子
こ

佐
さ さ き

々木象
しょう

堂
どう

【色絵金銀彩羊歯文八角飾箱】1959年

ガラス

【イチジク文聖杯】1898年

漆工

【金胎蒔絵箱 鹿柴】1995年

木工

【楓造拭漆嵌装箱 湖上月夜】2001年

竹工

【花籃 宝殿】1948年ごろ

染織

【結城紬地型絵染着物 竹林】1958年

人形

【大月】1978年

金工

【蠟型鋳銅置物 瑞鳥】1958年

移
転
が
予
定
さ
れ
て
い
る
美
術
工
芸
作
品

東京国立近代美術館工芸課長。
専門は近・現代工芸史。工芸館の
責任者として移転開館準備を進め
ています。

唐澤 昌宏先生

マナブくん

フミカさん

県民の皆さ〜ん
一緒に学びましょう！

 

い
ま
一
番

受
け
た
い

授

業１時間目

日
本
で
唯
一

工
芸
専
門
の

国
立
美
術
館
で
す

ここに
開館

県立美術館

県立歴史博物館
（いしかわ赤レンガミュージアム）
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■シリーズ		

ふるさと心の風景

手取峡谷の紅葉
（白山市）

表紙について

白山を源とした県内最大の河川・手取川
が長年の歳月をかけて築いた手取峡谷。
高さ20〜30メートルの絶壁が約 8キ
ロにわたって続く雄大な景色が広がって
います。とりわけ紅葉が始まるこれから
の季節はおすすめで、雪化粧を前に目い
っぱいのおしゃれを楽しむように、木々
が色とりどりにおめかししています。ご
家族やお友達と一緒に、ぜひお出かけ
ください。そして、自然の“美”を堪能
した後は、人の手が生み出した“美”の
世界へ。国立工芸館（2ページから特集）
の開館準備が進み、周辺の文化施設で
は機運を高める企画やイベントを開催し
ます。食欲もいいですが、芸術の秋も
お忘れなく。

表紙イラスト制作／吉野 武…（金沢市在住）

2

※
掲
載
作
品
は
全
て
東
京
国
立
近
代
美
術
館
蔵

3



松
田
氏
の
系
譜
は

現
代
ま
で
脈
々
と

マ
ナ
ブ
●
国
立
工
芸
館
で
は
、
漆

芸
家
・
松ま

つ

田だ

権ご
ん

六ろ
く

氏
（
１
８
９
６

年
‒１
９
８
６
年
）の
工
房
が
自
宅

（
東
京
）
か
ら
館
内
に
移
築
さ
れ
る

ら
し
い
よ
。

フ
ミ
カ
●
調
べ
て
み
る
と
、
松
田

氏
は
55
年
に
人
間
国
宝
に
認
定
さ

れ
、
76
年
に
は
文
化
勲
章
を
受
章

し
、「
漆し

っ
せ
い聖
」
と
も
い
わ
れ
て
い
る

ん
だ
っ
て
。
嶋
崎
先
生
、
も
っ
と

詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

嶋
崎
先
生
（
以
下
、先
生
）
●
分
か

り
ま
し
た
。
松
田
先
生
は
、
工
芸

界
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
た
金
沢

出
身
の
漆
芸
家
で
す
。
ふ
る
さ
と

へ
の
貢
献
も
大
き
く
、
と
も
に
人

間
国
宝
で
石
川
県
出
身
の
大
場
松

魚
さ
ん
や
寺
井
直
次
さ
ん
が
師
事

し
た
ほ
か
、
松
田
先
生
の
影
響
を

受
け
た
作
家
が
今
で
も
た
く
さ
ん

活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
立
輪
島

漆
芸
技
術
研
修
所
の
設
立
に
も
、

わ
が
身
を
捨
て
て
大
変
な
ご
尽
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ミ
カ
●
ど
ん
な
方
で
し
た
か
。

先
　
生
●
写
真（
下
）を
見
て
も
、

う
す
う
す
分
か
る
の
で
は
な
い
で

す
か
。
な
か
な
か
厳
し
い
人
で
し

た
よ（
笑
）。
真
正
面
か
ら
工
芸
に

取
り
組
み
、
芸
術
論
に
つ
い
て
話

し
出
す
と
２
時
間
も
３
時
間
も
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
に
、

い
つ
も
絵
筆
を
持
ち
歩
い
て
い
ま

し
た
ね
。
県
立
美
術
館
で
松
田
権

六
展
を
開
催
し
た
際
に
、
兼
六
園

で
一
緒
に
昼
食
を
と
っ
た
時
に

も
、
園
内
の
樹
木
の
落
ち
葉
を
手

に
、す
ら
す
ら
と
ス
ケ
ッ
チ
し
、図

案
の
参
考
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

古
写
真
な
ど
を
手
が
か
り
に

昔
の
姿
に
外
観
を
復
元

マ
ナ
ブ
●
国
立
工
芸
館
の
建
物

は
、
2
棟
並
ん
だ
歴
史
的
な
建
造

物
を
ガ
ラ
ス
張
り
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
で
つ
な
い
で
い
る
ん
で
す
ね
。

森
田
先
生（
以
下
、先
生
）●
そ
う

な
ん
で
す
。
こ
れ
ら
の
２
棟
は
、

県
立
能
楽
堂
の
敷
地
内
に
あ
っ
た

第
九
師
団
司
令
部
庁
舎
と
、
将
校

の
社
交
場
だ
っ
た
金
沢
偕
行
社
を

移
築
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
と

も
に
明
治
時
代
に
建
て
た
旧
陸
軍

施
設
で
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財

で
す
。

フ
ミ
カ
●
わ
ー
、
素
敵
な
建
物
で

す
ね
。

先
　
生
●
明
治
に
な
っ
て
導
入
さ

れ
始
め
た
西
洋
建
築
の
特
徴
や
技

法
が
散
り
ば
め
ら
れ
た
建
物
で
、

移
転
開
館
後
も
飾
り
の
付
い
た
上

げ
下
げ
窓
、天
井
や
柱
の
装
飾
、ケ

ヤ
キ
の
重
厚
な
階
段
な
ど
、
随
所

に
当
時
の
面
影
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。

フ
ミ
カ
●
単
に
移
す
だ
け
で
な

く
、長
い
年
月
の
中
で
失
わ
れ
た
部

分
も
復
元
し
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

先
　
生
●
よ
く
知
っ
て
い
ま
す

ね
。
第
九
師
団
司
令
部
庁
舎
は
両

翼
部
分
、
金
沢
偕
行
社
は
背
後
の

講
堂
の
外
観
を
復
元
し
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
な
か
な
か
手
が
か
り

が
な
く
、
い
か
に
昔
の
姿
に
戻
す

か
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
。

マ
ナ
ブ
●
昔
の
姿
は
、
ど
う
や
っ

て
分
か
っ
た
の
で
す
か
。

先
　
生
●
明
治
期
の
古
写
真
や
図

面
を
調
べ
た
り
、
全
国
に
残
る
陸

軍
関
連
の
建
物
を
視
察
し
た
り
し

ま
し
た
。
特
に
講
堂
は
、
偶
然
残

眼
力
が
見
事
で
、
そ
の
図
案
力
の

高
さ
に
は
、
た
だ
た
だ
驚
く
ば
か

り
で
し
た
。

マ
ナ
ブ
●
あ
と
少
し
で
、
そ
ん
な

工
芸
界
の
巨
匠
の
工
房
が
見
ら
れ

る
ん
で
す
ね
。

先
　
生
●
私
も
お
じ
ゃ
ま
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
工
房

と
い
う
よ
り
も
”仕
事
場
“で
す
。

松
田
先
生
が
一
心
不
乱
に
漆
と
向

き
合
っ
た
場
所
か
ら
、
工
芸
に
注

い
だ
情
熱
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
ね
。

っ
て
い
た
１
枚
の
写
真
か
ら
読
み

解
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

解
体
し
た
部
材
か
ら
、
現
在
の
窓

枠
や
外
壁
の
色
が
建
築
当
時
と
異

な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
外

観
の
色
に
つ
い
て
も
昔
の
姿
を
再

現
し
て
い
る
ん
で
す
よ
。

フ
ミ
カ
●
今
回
の
移
転
が
き
っ
か

け
で
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
ん

で
す
ね
。
建
築
に
も
ぜ
ひ
注
目
し

た
い
で
す
。

先
　
生
●
周
辺
に
は
、
県
立
歴
史

博
物
館
や
県
立
美
術
館
の
広
坂
別

館
な
ど
、
同
じ
明
治
期
の
特
徴
あ

る
建
築
物
が
あ
り
ま
す
。
兼
六
園

周
辺
文
化
の
森
で
建
築
ツ
ー
リ
ズ

ム
も
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

仕
事
場
で
制
作
に
励
む

松
田
氏
（
１
９
６
６
年

３
月
撮
影
）

松
田
権
六
《
蒔
絵
螺
鈿
有
職
文
筥
（
ま
き
え
ら
で
ん
ゆ

う
そ
く
も
ん
は
こ
）
》
１
９
６
０
年 

東
京
国
立
近
代
美

術
館
蔵

完成イメージ

松田権六氏の工房
を東京から移転

国登録
有形文化財を移築、
建築美も
見どころの一つ

“漆聖”
 （株）金沢伝統建築設計代表取締役。文化財建
造物の保存修理、復元などを手がけ、国立工芸
館の移築においては建物の調査や技術指導な
どを担いました。

森田 守先生
県立美術館長、県七尾美術館長、県文化財
保存修復工房所長。松田権六氏との親交も
深く、1977年10月には同氏初の回顧展を県
立美術館で開催しました。

嶋崎 丞先生
２時間目３時間目

旧第九師団司令部庁舎（移転前）

旧金沢偕行社（移転前）

松田
先生
は

後進
の指
導に
も

とて
も熱
心な

方で
した

石
川
が
生
ん
だ

工
芸
界
の
巨
匠
で
す

ふ
む
ふ
む

こ
こ
も
要
チ
ェ
ッ
ク

で
す
ね

明治の
洋風建

築を

お楽し
みくだ

さい
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見学ツアーや
名品展など
開館プレイベントに
参加しよう!

	「国立工芸館の開館まで待てな
い」。そんな方は“課外授業”に参
加してみませんか。所蔵作品を公
開する特別展や建物見学ツアー
など、開館への機運を高めるイ
ベントが満載です。

　

11
月
23
日
か
ら
12
月
２
日
ま
で

の
10
日
間
、
開
館
に
先
駆
け
て
国

立
工
芸
館
を
見
て
回
る
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
造
り
の
重

厚
な
階
段
や
天
井
の
漆
喰
の
レ
リ

ー
フ
な
ど
、
明
治
期
の
洋
風
建
築

の
雰
囲
気
が
残
る
意
匠
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
V
R
（
バ
ー
チ
ャ
ル

リ
ア
リ
テ
ィ
）
映
像
に
よ
り
人
間

国
宝
な
ど
の
移
転
作
品
を
紹
介

し
、
展
示
ケ
ー
ス
越
し
で
は
鑑
賞

で
き
な
い
作
品
の
細
部
や
作
品
に

凝
ら
さ
れ
た
技
法
な
ど
を
解
説
し

ま
す
。一
足
早
く
国
立
工
芸
館
の

魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
ツ
ア
ー
と
な

っ
て
い
ま
す
。
募
集
期

間
は
10
月
31
日
ま
で
。

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、は
が

き
で
、
下
記
よ
り
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

県
立
美
術
館
で
は
、

東
京
国
立
近
代
美
術

館
工
芸
館
が
所
蔵
す

る
作
品
を
、
移
転
開

館
前
に
公
開
す
る
名

品
展
を
開
催
し
ま
す
。

国
立
工
芸
館
移
転
へ

の
機
運
を
高
め
る
た

め
に
３
年
前
か
ら
毎

年
実
施
し
、今
年
は
石

川
が
全
国
に
誇
る
漆

工
を
中
心
に
、
木
工
や
竹
工
な
ど

約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
七
尾
美
術
館
、

九
谷
焼
美
術
館
で
も
工
芸
館
の
所

蔵
作
品
を
展
示
。
七
尾
美
術
館
は

陶
磁
器
の
美
と
技
が
光
る
作
品
を

約
45
点
、
九
谷
焼
美
術
館
で
は
絵

付
け
の
魅
力
が
際
立
つ
約
40
点
を

公
開
し
ま
す
。

　
「
講
演
会
&
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ

ン
サ
ー
ト
」
な
ど
関
連
イ
ベ
ン
ト

も
企
画
。多
彩
な
作
品
を
通
し
て
、

工
芸
の
奥
深
い
世
界
を
ご
堪
能
く

だ
さ
い
。

　

名
品
展
の
開
催
に
合
わ
せ
、
県
立
美

術
館
と
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
、
ふ
る

さ
と
石
川
の
工
芸
文
化
を
発
信
す
る
工

芸
展
を
開
催
し
ま
す
。
県
立
美
術
館
で

は
、「
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
の
至
宝

−

百
万
石
大
名
の
自
負
」
を
テ
ー
マ
に
実

施
。
加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
高
い
美
意

識
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
古
九
谷
と
加

賀
蒔
絵
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
一
方
、

県
立
歴
史
博
物
館
で
は
「
珠
洲
古
陶

−

そ
の
歴
史
と
美

−」
と
題
し
、
石
川
を
代

表
す
る
工
芸
品
・
珠
洲
焼
の
優
品
を
公

開
し
ま
す
。
中
世
に
広
く
流
通
し
、
一

時
代
を
築
い
た
珠
洲
焼
の
魅
力
に
触
れ

ら
れ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
立
美
術
館
・
県
立
歴
史
博
物
館
が

連
携
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
回

遊
性
を
高
め
、

兼
六
園
周
辺

文
化
の
森
エ

リ
ア
一
帯
で
、

国
立
工
芸
館

開
館
へ
の
機

運
を
高
め
て

い
き
ま
す
。

建
物
内
部
を
公
開
し
Ｖ
Ｒ
映
像
で
移
転
作
品
を
解
説

金
沢
・
七
尾
・
加
賀
で
所
蔵
作
品
を
公
開

石
川
の
工
芸
文
化
を
発
信

開	催	日／

所要時間／
参加人数／
参	加	費／
募集期間／

県立美術館　TEL.076（231）7580
名品展「漆・木・竹工芸のみかた」
期		間／11月22日（金）〜12月22日（日）
	［関連イベント：講演会&ミュージアムコンサート］
日		時／12月８日（日）13：30〜15：00
会		場／国立工芸館	多目的室

県立歴史博物館
TEL.076（262）3236

 「珠洲古陶 −その歴史と美−」
期		間／11月17日（日）〜12月15日（日）

県立美術館
TEL.076（231）7580

 「古九谷と加賀蒔絵の至宝
           −百万石大名の自負」
期		間／11月22日（金）〜12月22日（日）

七尾美術館　TEL.0767（53）1500
 「人間国宝を中心に・陶磁器の美と技」
期		間／12月14日（土）〜2020年2月11日（火・祝）
	［関連イベント：スペシャルアーティストトーク］
日		時／2020年1月19日（日）14：00〜15：00

九谷焼美術館　TEL.0761（72）7466
 「絵付けの魅力」
期		間／11月1日（金）〜12月15日（日）
	［関連イベント：スペシャル対談］
日		時／12月7日（土）13：30〜15：00

11月23日（土・祝）〜12月2日（月）
※１日３回（11時〜、13時〜、15時〜）
 １時間程度
約1000名（30〜40名／回［抽選］）
無料
10月31日（木）まで

国立工芸館建物見学ツアー事務局
〒920-0919  金沢市南町2-1（（株）ケィ・シィ・エス内）
TEL.076（262）2611（平日のみ10:00〜18:00）
FAX.076（262）2618　　
メール：kougeikan@kcs-inc.jp

申し込み／

国
立
工
芸
館

建
物
見
学
ツ
ア
ー

東
京
国
立
近
代
美
術
館

工
芸
館 

名
品
展

時
代
で
巡
る

 

い
し
か
わ
の
工
芸
展

いしかわの
工芸と食マルシェ

いしかわの工芸の歴史を巡る鑑賞ツアー

藩政期以来培われてきた石川県の工
芸や食文化をテーマにしたイベントを
開催します。石川の食を味わえるブー
ス、工芸品を使用した茶会や地酒の
試飲会、工芸体験など、大人も子ども
も楽しめます。

「名品展」と「時代で巡るいしかわの工芸展」を、学芸員の
解説付きで巡るツアーを行います。参加を希望される方は、
ツアー当日に県立歴史博物館ワークショップルームにお集ま
りください。

開 催  日／11月23日（土・祝）・24日（日）
	 　※10：00〜17：00
	 　（24日は16：00に終了）
場 　　所／本多の森公園内

（国立工芸館前の広場）

開 催  日／11月30日（土）、12月１日（日）
	 					※各日とも13：00〜15：30

参 加  費／一般530円、大学生420円
参加人数／各回20名（申し込み不要・先着順）
集合場所／県立歴史博物館
	 ワークショップルーム
	 				※ツアー開始時間10分前までにお集まりください。

●問い合わせ
県企画課  TEL.076（225）1313●問い合わせ   県文化振興課  TEL.076（225）1371

● 関連イベントに関する問い合わせは 県文化振興課  TEL.076（225）1371 まで

さ
ぁ
、

み
ん
な
で

出
か
け
よ
う

昨年度実施した旧陸軍第九師団司令部庁舎・金沢偕行社
見学ツアーの様子

田口善国《日蝕蒔絵飾箱》1963年  東京国立近代美術館蔵

重要文化財《蒔絵和歌の浦図見台》
伝清水九兵衛 江戸17世紀 県立美術館蔵

石川県指定文化財《珠洲 秋草文壺》
鎌倉13世紀 県立歴史博物館蔵
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学
生
の
未
来
へ
の

第
一
歩
を
石
川
県
が

応
援
し
ま
す
！

大
都
市
へ
の
人
気
高
ま
る
中
、

県
内
就
職
率
を
維
持

　

石
川
県
は
、
大
学
な
ど
の
高
等

教
育
機
関
が
多
く
「
学
都
石
川
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
背

景
も
あ
り
、
大
学
に
進
学
し
た
県

内
高
校
生
の
約
４
割
は
県
内
大
学

に
入
学
し
、
こ
う
し
た
学
生
の
多

く
は
、
県
内
企
業
に
就
職
し
て
い

ま
す
。
一
方
、
県
外
大
学
に
進
学

し
た
学
生
は
、
半
数
近
く
が
県
外

の
企
業
に
就
職
し
て
い
る
の
が
実

態
で
す
。

　

こ
の
実
情
を
踏
ま
え
、
金
沢
、

東
京
、
大
阪
に
設
置
し
た
「
い
し

か
わ
就
職
・
定
住
総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー（
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
）」
を
中
心

に
、
学
生
に
県
内
企
業
へ
の
就
職

を
促
す
多
彩
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
就
職
し
や
す
い
売
り

手
市
場
が
続
き
、
学
生
が
大
都
市

圏
の
大
企
業
を
志
向
す
る
傾
向
が

強
ま
る
中
で
も
、
県
出
身
学
生
の

ふ
る
さ
と
石
川
の
活
性
化
に
は
、
若
い
人
た
ち
の
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
石
川
県
に
は
国
際
舞
台
で
も
キ
ラ
リ
と
光
る
企
業
が

多
く
、
県
で
は
、
県
内
は
も
ち
ろ
ん
県
外
で
学
ぶ
学
生
に
向
け

て
、
こ
れ
ら
魅
力
あ
ふ
れ
る
石
川
の
企
業
へ
の
就
職
を
積
極
的

に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

県
内
就
職
率
・
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
率
は

横
ば
い
を
維
持
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｌ
Ａ

Ｃ
の
取
り
組
み
の
成
果
が
現
れ
て
い

る
と
言
え
ま
す
。

多
く
の
県
内
企
業
が
参
加
し

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
開
催

　

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
、
学
生
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
就

業
体
験
）へ
の
参
加

促
進
で
す
。
5
月
に

は
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
」
を

開
催
し
、
県
産
業
展
示
館
を
会
場

に
、
参
加
し
た
約
２
５
０
社
の
県

内
企
業
と
学
生
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
夏
と
冬
に
は
東
京
・

名
古
屋
・
大
阪
の
三
大
都
市
圏
で

も
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ

ス
」
を
開
催
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
参
加
し
た
学
生
の
6
割
以
上

が
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
企

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
実
際
に
働

く
中
で
見
え
て
く
る
県
内
企
業

の
先
進
性
や
技
術
力
な
ど
を
実

感
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

加
え
て
、
企
業
の
採
用
担
当

者
と
学
生
の
交
流
会
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
学
生
が
普
段
着
で

参
加
で
き
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

雰
囲
気
の
中
で
県
内
企
業
へ
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
県
内
で
は
も
ち

ろ
ん
、東
京
や
名
古
屋
、大
阪
、京

都
な
ど
で
開
催
し
、県
が
就
職
支

援
協
定
を
結
ぶ
県
外
大
学
で
も

交
流
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
と
高
校
生
を
対
象
に

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

　

県
内
就
職
を
呼
び
か
け
る
の

は
、
大
学
生
に
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
県
で
は
、
保
護
者
の
方

を
対
象
に「
保
護
者
の
た
め
の
い

し
か
わ
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
実
施

し
、
就
職
環
境
を
理
解
し
子
ど

も
の
よ
い
相
談
相
手
と
な
る
た

め
の
コ
ツ
を
教
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
進
学
を
目
指
す
高
校
生

に
向
け
た
「
い
し
か
わ
ふ
る
さ

と
セ
ミ
ナ
ー
」
も
開
催
し
て
い
ま

す
。
著
名
人
に
よ
る
講
演
や
地

元
企
業
の
経
営
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
通
し
て
、
県
内
で

の
仕
事
や
暮
ら
し
な
ど
に
つ
い

て
、
高
校
生
の
時
か
ら
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
県
内
中
小

企
業
が
学
生
に
自
社
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
す
る
力
を
強
化
す
る
セ
ミ

ナ
ー
「
い
し
か
わ
採
強
道
場
」

な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
取
り

組
み
を
展
開
。
多
く
の
学

生
に
県
内
企
業
へ
就
職
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
一
歩
も
二

歩
も
踏
み
込
ん
だ
サ
ポ
ー
ト
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

県
外
で
学
ぶ
人
も
、
県
内
で
が
ん
ば
る
人
も

気軽に参加した交流会が
地元就職を考えるきっかけに

県内企業とのつながりから
石川のいいところが見えてきた

大家	妃奈子さん
社会人1年目（高桑美術印刷勤務）
京都の大学から地元にUターン

長井	一真さん
専修大学3年生
内灘町出身で現在は首都圏在住

きっかけは大学３年生の時、友人に誘われて京都
での県内企業との交流会に参加したことです。就
職に関する情報交換や悩み相談など、食事をしな
がらフランクに話すことができました。ここから地
元企業への興味が湧き、翌年２月のイベントにも
参加するなど自分で調べたり話を聞いたりする中
で、Ｕターン就職の気持ちが強くなりました。社会
人になった今、家族や友人が近くにいる安心感は
大きく、地元に帰ってよかったと感じています。

県内高校を卒業し、今は首都圏で学生生活を
送っています。大学2年時からILAC主催の就職
関連イベントに参加しています。最初は母の勧め
で足を運んだのですが、県内企業の皆さんと話
す中で、子育てのしやすさや暮らしやすさなど、
今まで知らなかった石川のいいところがたくさん
見えてきました。もちろん、県内にこんなに多彩
な企業があることも分かりました。将来を考える
上で、とても貴重な経験となりました。

※いずれのイベントも
13：00〜16：30

石
川
県
観
光
Ｐ
Ｒ

 マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
ゃ
く
ま
ん
さ
ん

ILAC主催
2019年度後期の

就職イベント

県内企業約60社が参加！石川の
業界・企業がよく分かります。

日時／11月24日日 13:00〜16:00
場所／県地場産業振興セン

ター本館大ホール
　　 （金沢市鞍月2-1）

冬にインターンシップを実施す
る県内企業などが一堂に集結！

日時／12月28日土13:00〜17:00
場所／県産業展示館4号館
       （金沢市袋畠町南193）

東京・名古屋・大阪でインター
ンシップフェスを開催！

日程／名古屋会場 12月１日日
場所／愛知学院大学名城公園

キャンパス（愛知県名古
屋市北区名城3-1-1）

日程／東京会場 12月２1日土
場所／ILAC東京（東京都千代田区

大手町2-6-2パソナグルー
プ JOB HUB SQUARE）

日程／大阪会場 12月２6日木
場所／立命館大学大阪いばら

きキャンパス（大阪府茨
木市岩倉町2-150）

三大都市圏での
インターンシップフェス

いしかわの
業界研究会

冬のインターンシップ
＆業界研究フェス

石川県内で開催 主要都市部で開催

フレ
ー！フ

レー！
就活
生シュ

ーカ
ツセ
イ

インターンシップ
フェス
（大阪）

企業と
学生の交流会
（東京）

インターンシップ
フェス

（県産業展示館）

●問い合わせ   ILAC（ジョブカフェ石川）TEL.076（235）4535
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今
秋
か
ら
配
布
ス
タ
ー
ト

地
元
を
意
識
す
る
契
機
に

　

学
生
の
県
内
企
業
へ
の
就

職
に
つ
な
げ
る
た
め
、
今
年

度
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の

が
、
石
川
県
出
身
の
学
生
に

配
布
す
る
ふ
る
さ
と
石
川
就

職
学
生
カ
ー
ド
「
Ｉ
Ｓ
ｉ
ｃ

ａ
」
で
す
。
Ｉ
Ｓ
ｉ
ｃ
ａ
は

大
手
ス
ー
パ
ー
の
イ
オ
ン
が

発
行
す
る
電
子
マ
ネ
ー
「
Ｗ

Ａ
Ｏ
Ｎ
」
が
利
用
で
き
、
買

い
物
支
払
い
額
２
０
０
円
に

つ
き
１
ポ
イ
ン
ト
（
1
円
相

当
）
が
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
11
月
頃
か
ら
大
学

1
〜
3
年
、
短
大
・
専
門
学
校

な
ど
の
1
年
生
に
カ
ー
ド
を
郵

送
し
、
翌
年
３
月
に
は
大
学
な

ど
に
進
学
す
る
高
校
３
年
生
に

配
布
。
来
年
度
以
降
も
進
学
予

定
の
高
校
３
年
生
に
配
る
計
画

で
、
将
来
的
に
は
県
出
身
の
学

生
約
３
万
人
が
利
用
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｓ
ｉ
ｃ
ａ
は
、
ふ
る
さ
と

石
川
の
伝
統
色
・
加
賀
五
彩
を

基
調
に
県
観
光
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ひ
ゃ
く
ま

ん
さ
ん
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ

ン
。
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な

ど
、
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
普
段

の
生
活
で
使
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
進
学
後
の
早
い
段
階
か
ら

ふ
る
さ
と
石
川
と
の
つ
な
が
り

を
意
識
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い

の
一
つ
で
す
。

Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
へ
の
就
職
相
談

イ
ベ
ン
ト
参
加
に
も
ポ
イ
ン
ト

　

Ｉ
Ｓ
ｉ
ｃ
ａ
が
役
立
つ
の

は
、
日
常
の
買
い
物
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
石
川
へ
の
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｃ
で
も
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
り

ま
す
。
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
が
行
う
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ス
へ
の
来

場
で
１
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
、
こ

の
ほ
か
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
窓
口
で
の
相
談
で
は

５
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
ま

す
。
学
生
の
就
職
イ
ベ
ン
ト
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
県

内
就
職
を
強
力
に
後
押
し
し
ま

す
。
こ
う
し
た
県
内
就
職
の

促
進
を
掲
げ
る
電
子
マ
ネ
ー

の
発
行
は
、
全
国
初
の
試
み

で
す
。

　

さ
ら
に
、
イ
オ
ン
か
ら
は
Ｉ

Ｓ
ｉ
ｃ
ａ
事
業
に
協
力
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
カ
ー
ド
の
利
用

金
額
に
応
じ
て
寄
付
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
官

民
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

県出身の学生約３万人が利用

ふるさと石川就職学生カード

イシカ

私たちも
				応援します！

こんなに便利！

ILAC
小坂	直也さん

インターンシップ
フェスに参加

＋500
ポイント

＋1000
ポイント

ISica	徹底活用術 ISica

就活にかかわる
こんな場面も

ふるさと石川就職学生カード「ISica」
は、学生の就

シューカツ

活（就職活動）のさまざま
な場面で利用でき、使えば使うほどポイ
ントがたまります。東京の大学に通う学
生を一例に、活用術を探ってみました。

ILAC東京はJR東京駅から徒
歩2分の好立地。北陸新幹線で
帰省する際など、ちょっとした
時間があれば立ち寄ることが
できます。関西方面に在住の方
は、ILAC大阪がありますよ。

就活を控える学生の多くが参
加するインターンシップ（就
業体験）。ILAC主催のイン
ターンシップフェスならば、
一挙に1000ポイントもたまり
ます。ILACが開くほかのイベ
ントでも500ポイントが取得

できます。イベント情報は、石川県若者就職情報総合ポー
タルサイト「ジョブNAVI石川」をチェック！

ILAC東京（いしかわ移住UIターン相談東京センター）
〒100-0004	東京都千代田区大手町2-6-2	パソナグループ
JOB	HUB	SQUARE	3階
TEL.03（6734）1497
開所時間	10：00〜19：00（火〜土曜／年末年始、祝日除く）

ILAC大阪（いしかわ移住UIターン相談大阪センター）
〒530-0047	大阪府大阪市北区西天満4-14-3
リゾートトラスト御堂筋ビル2階		石川県大阪事務所内
TEL.06（6809）7603
開所時間	9：00〜18：00（月〜土曜／年末年始、祝日除く）
※土曜日はパソナ大阪にて相談対応

検 索検 索ジョブ NAVI 石川

電子マネー「WAON」が使
えるお店は全国に約50万カ
所もあります。普段の買い物
はもちろん、就活の必需品・
スーツの購入やクリーニング
などでも利用できます。

羽田空港など空港内の売店、県
内の飲食店でもWAONが使え
るところがあります。県内企業
の採用試験を受ける際などにぜ
ひ活用してください。

※利用できるお店に関しては、電子マネー「WAON」の
ホームページなどでご確認ください。

ISicaは、石川県出身の学生の皆さんがより
充実した就職活動を送るのをサポートするた
めのカードです。「ポイントがもらえるから」と
いった軽い気持ちで全然構いません。ILAC
を訪れたり、ILAC主催の就職関連イベントに
参加したりすることで、就職先の選択肢の一
つとして県内企業に関心を持っていただけれ
ばと考えています。ぜひ広い視野で就活に取
り組んでください。

ILAC東京で
Uターン就職を相談

スーツの購入や
クリーニングも

空港内売店や
飲食店でも使えます

イオンの尾山長久北陸
代表が谷本知事を訪問。
ISicaを通した地域の活
性化に連携を深めていく
ことを誓いました

ILAC東京 ILAC大阪

ホームページで
就活イベントを
チェック！ 石川県

スーパー・コンビニ 等

学生

=イオン

カード利用で
ポイント付与

ポイント付与

ILACへの来所

就職イベント参加
利用額の
一部を寄付

ISicaを配布

ISicaの
利用イメージ

11 10
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20
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
今
年

4
月
に
「
ア
シ
カ
・
ア
ザ
ラ
シ
た
ち

の
う
み
」、
こ
の
10
月
6
日
に
は
「
フ

ク
ロ
ウ
舎
」
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
と
も
に
ガ
ラ
ス
張

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
増
や
し
、
新
た
な

観
覧
エ
リ
ア
を
設
置
す
る
な
ど
、
動

物
を
も
っ
と
間
近
に
観
察
で
き
る
よ

う
に
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
ア
シ
カ
の
赤
ち
ゃ
ん
「
レ
オ
」

が
元
気
に
泳
ぎ
回
る
姿
を
見
た
り
、

フ
ク
ロ
ウ
の
羽
音
や
に
お
い
を
感
じ

た
り
す
る
な
ど
、
五
感
を
使
っ
て
動

物
た
ち
の
生
態
を
じ
っ
く
り
と
観
察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　3月31日までは、「写真・動画コ
ンテスト」を開催しています。動
物園の動物たちやイベントの様子
を撮影し、「♯いしかわ動物園20
周年」のタグを付けて、Facebook
や Twitter に投稿することで応募
できます。先着5000 名には、20
周年を記念したオリジナルトート
バッグをプレゼント中で、コンテ
スト入賞者には素敵な賞品を贈呈
します。
　さらに、開園時に誕生された20
歳（1999年 1月〜 2000年 3月生
まれ）のコンテスト参加者をいし
かわ動物園PRサポーターに認定。
次回入園無料券付きのサポーター
証と特別な記念品をプレゼントし

ます。
　自然と笑顔が広がるかわいい姿
や、思いがけない一瞬を切り取っ
たユニークな表情など、動物好き
の皆さんが撮影したお気に入りの
作品を待っています。

　お子さんと一緒にぜひ楽しんでほし
いのが、シールブック・クイズラリー
です。正面ゲートで配布するシール
ブック「いしかわ動物園MAP」（先着
1万名限定）を手に、クイズラリーに
挑戦します。シールをめくったり、貼っ

たりしながら園内を巡り、答えを探し
てください。また、いしかわ動物園ホー
ムページにある専用フォームから応募
した方には、抽選で素敵なプレゼント
を用意しています。

　園内の「ふれあいひろば」で、かわいい動物たちとふれ
あってみませんか。開園 20周年記念キャンペーン期間中
は、動物たちとのふれあい体験もいろいろ。カピバラやポ
ニー、アルパカにおやつをあげたり、小鳥やウサギをそっ
となでてみたりするなど、ふれあいを通して命の大切さを
学びましょう。

開園20周年記念キャンペーンを開催中

いしかわ動物園は、1999年10月9日の開園から
20年を迎えました。この節目を祝って、来年3月
31日まで開園20周年記念キャンペーンを開催中で
す。キャンペーンならではのお楽しみ企画が盛りだ
くさんのいしかわ動物園を、県民レポーターの久保
さんご家族に訪問していただきました。

いしかわ動物園  能美市徳山町 600 番地　TEL.0761（51）8500

 ■ 料　　金 ： 一般 840 円、中学生以下 410 円、3 歳未満無料
■ 開園時間 ： 11〜3月9：00 〜16：30（4 〜10月9：00 〜17：00）
　　　　　    ※入園は閉園の 30 分前まで

■ 休 園 日 ： 毎週火曜（祝日の場合は翌日休）、年末年始（12/29 〜1/1）

www.ishikawazoo.jp/

久保さんご家族
（金沢市在住）

県民レポーター

飼育員だから知っているとっておきの情報満載

「園内スペシャルガイド」

来年3月までは毎月第2・4土曜に、スタッ
フが案内する「園内スペシャルガイド」を
実施しています。毎日、動物たちと接する
飼育員だからこそ知っている面白い生態
や習性など、とっておきの情報満載のガ
イドです。興味のある方は、ガイド開催日
の午後1時半にエントランス広場にお集
まりください（先着20名限定）。

【参加方法】
 ①  いしかわ動物園の公式アカウントをフォ

ロー（Facebook、Twitter）
② 園内で撮影した写真や動画に「♯いし

かわ動物園20周年」のタグを付けて
SNS（Facebook、Twitter）に投稿。

③ 管理事務所（正面ゲート横）のスタッフ
に投稿画面を提示。

先着5000名に
オリジナル
トートバッグを
プレゼント

さらに
Wチャンス
コンテスト入賞者には
素敵な賞品が当たる！

ほかにも、いろいろ！

園内の動物学習センターでは、
20年間の思い出や出来事を写真
で振り返る特別展を開催してい
ます。20年の歴史とともに、こ
れからの10年も見据えた幅広い
視点からいしかわ動物園の魅力
を紹介します。

開園 20 周年特別展〜第 2 部〜
「いしかわ動物園のあゆみ」
※ 11/25 ㊊まで

県内出身のイラストレーター松
元伸乃介さんの作品展を企画し
ています。期間中は、松元さん
が参加者を動物に見立てた似顔
絵を描いてくれる似顔絵会も実
施（先着順）。今にも動き出しそ
うな躍動感あふれるイラストを
ご覧ください。

松元伸乃介 作品展
※11/13㊌〜18㊊

いしかわ動物園

会いに
　　　きてね！

フクロウ舎も
10月に新しく！

その場で簡単に
参加できます！

ヒントは
園内に

ありますよ！

かわいい姿に
癒やされます！



石
川
に
関
係
す
る

せ
り
ふ
も
ち
ら
ほ
ら

　

石
川
県
の
皆
さ
ん
、「
ス
カ
ー
レ
ッ

ト
」
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
て
い
ま

す
で
し
ょ
う
か
。「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」

は
滋
賀
・
信
楽
を
舞
台
に
、信
楽
焼
に

打
ち
込
む
女
性
陶
芸
家
・
川
原
喜
美

子
の
半
生
を
描
く
物
語
で
す
。
こ
の

「
ほ
っ
と
石
川
秋
季
号
」
が
発
行
さ

れ
る
頃
は
、
中
学
を
卒
業
し
た
喜
美

子
が
地
元
を
離
れ
、
大
阪
で
働
い
て

い
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。
多
く

の
人
と
出
会
い
、心
を
通
わ
せ
、も
の

づ
く
り
の
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い
く

‒

。主
演
の
戸
田
恵
梨
香
さ
ん
が
、

少
女
か
ら
大
人
へ
と
成
長
し
て
い
く

過
程
を
見
事
に
演
じ
て
い
ま
す
。
ご

注
目
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
に
、ド
ラ
マ
の
中
に
は
、加
賀

温
泉
な
ど
石
川
に
関
係
す
る
せ
り
ふ

を
こ
っ
そ
り
と
忍
ば
せ
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
聞
き
逃
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

朝
ド
ラ
だ
か
ら

届
け
ら
れ
る

　

ド
ラ
マ
で
は
９
歳
か
ら
50
代
ま
で

描
く
予
定
で
、
こ
こ
ま
で
一
人
の
女

性
を
じ
っ
く
り
と
追
い
続
け
ら
れ
る

の
は
朝
ド
ラ
だ
か
ら
こ
そ
。
明
る
く

前
向
き
な
ヒ
ロ
イ
ン
を
通
し
て
、
テ

レ
ビ
の
前
の
皆
さ
ん
に
、
元
気
を
届

け
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
の
場
合
、朝
ド
ラ
と
聞
く
と
、20

年
以
上
前
に
亡
く
な
っ
た
母
と
過
ご

し
た
病
院
で
の
光
景
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
た
く
さ
ん
の
患
者

さ
ん
が
集
ま
っ
て
朝
ド
ラ
を
見
て
い

た
談
話
室
の
様
子
で
す
。
そ
の
中
に

は
１
時
間
の
ド
ラ
マ
は
体
力
的
に
厳

し
く
て
も
、
15
分
の
朝
ド
ラ
な
ら
ば

何
と
か
楽
し
め
る
と
い
う
方
が
少

な
く
な
く
、母
も
そ
の
一
人
で
し
た
。

皆
さ
ん
、
ド
ラ
マ
が
終
わ
る
と
、「
楽

し
か
っ
た
ね
」「
明
日
も
見
ら
れ
る
よ

う
、
今
日
も
が
ん
ば
ろ
う
」と
、
口
々

に
励
ま
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
毎
日
続
く
朝
ド
ラ

は
、１
日
の
活
力
に
な
り
ま
す
。し
か

も
、朝
だ
け
で
な
く
、昼
、深
夜
に
も

放
送
し
て
い
ま
す
。
世
代
を
超
え
て

た
く
さ
ん
の
方
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
ド
ラ
マ
を
担
当
で
き
る
幸
せ
を
感

じ
な
が
ら
、
執
筆
に
あ
た
っ
て
い
ま

す
。

忘
れ
ら
れ
な
い

ふ
る
さ
と
の
食

　

現
在
は
、
ド
ラ
マ
を
制
作
す
る
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
阪
近
く
の
ホ
テ
ル
に
缶
詰
め

状
態
で
、
脚
本
は
ち
ょ
う
ど
折
り
返

し
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
す
。忙
し
く
、

最
近
は
帰
省
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
元
に
は
高
校
の
同
級
生
が
開
く
イ

タ
リ
ア
ン
な
ど
、
お
気
に
入
り
の
お

店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
、

コ
ン
カ
イ
ワ
シ
な
ど
、
石
川
の
食
は

今
で
も
大
好
き
で
す
。

　

こ
ん
な
話
を
し
て
い
る
と
、だ
ん
だ

ん
と
ふ
る
さ
と
が
恋
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。仕
事
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
、

ぜ
ひ
里
帰
り
し
た
い
で
す
ね（
笑
）。

み
ず
は
し
・
ふ
み
え　

金
沢
市
出
身
。金
沢
錦
丘
高
校
卒
業
。１
９
９
０
年
に
脚
本

家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
、「
夏
子
の
酒
」（
92
年
）や「
妹
よ
」（
94
年
）、「
ホ
タ
ル
ノ
ヒ
カ

リ
」（
２
０
０
７
年
）な
ど
、
数
々
の
ヒ
ッ
ト
ド
ラ
マ
を
担
当
。「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」の

制
作
に
あ
た
り
、各
地
の
工
芸
を
調
べ
た
そ
う
で
、「
九
谷
焼
や
加
賀
友
禅
な
ど
、改

め
て
石
川
の
も
の
づ
く
り
の
奥
深
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
」と
水
橋
さ
ん
。視
聴
者

か
ら
の
反
響
が
励
み
に
な
る
と
の
こ
と
で
、「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

阪
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
」と
も
話
し
て
い
ま
し
た
。

脚
本
家

水
橋 

文
美
江
さ
ん

I N T ERV I EW

　
女
性
陶
芸
家
の

　
　
姿
を
通
し
て

　
１
日
を
が
ん
ば
る

　
　
元
気
を
皆
さ
ん
へ

連続テレビ小説『スカーレット』
［ 月～土 ］午前8:00 ～ 8:15放送中！

9月30日にスタートしたNHK連続テレビ小説
「スカーレット」の脚本を手がけるのは、金沢市
出身の水橋文美江さんです。数々のヒットドラ
マを生み出してきた水橋さんに、ぐんぐんと話
題上昇中の「スカーレット」の見どころや制作に
かける思いなどを伺いました。

連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
」執
筆
中

smile 石川のボランティア
　

志
賀
町
の
手
話
サ
ー
ク
ル
「
し
ゅ
わ
ッ

チ
」は
、
聴
者
と
ろ
う
あ
者
が
と
も
に
活
動

に
取
り
組
む
の
が
特
徴
の
一
つ
。金
曜
の
夜

に
な
る
と
、活
動
場
所
の
志
賀
町
文
化
ホ
ー

ル
に
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
り
、手
話
を
共
通
言

語
に
、あ
ち
こ
ち
で
お
し
ゃ
べ
り
に
花
が
咲

き
ま
す
。
そ
ん
な
何
気
な
い
会
話
を
通
し

て
、
町
内
で
暮
ら
す
聴
者
と
ろ
う
あ
者
お

互
い
の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

「
町
内
で
手
話
の
講
習
会
が
あ
り
、
そ
の

参
加
者
を
中
心
に
23
年
前
に
結
成
し
ま
し

た
。実
践
を
通
し
て
、
手
話
を
よ
り
深
く
学

べ
ま
す
」と
話
す
の
は
、
会
長
の
加
藤
博
子

さ
ん
。
参
加
す
る
ろ
う
あ
者
の
メ
ン
バ
ー

も
、「
手
話
が
通
じ
る
人
は
ま
だ
ま
だ
少
な

く
、普
段
の
生
活
で
は
意
思
の
疎
通
が
な
か

な
か
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
。で
も
、
こ

こ
な
ら
ば
気
軽
に
会
話
で
き
ま
す
」
と
笑

顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、一
緒
に
旅
行
や
食
事
に
出
か
け
る

こ
と
も
よ
く
あ
る
そ
う
で
、そ
ん
な
時
間
も

大
き
な
楽
し
み
。今
年
か
ら
は
、
地
元
の
志

賀
高
校
で
、歌
い
な
が
ら
歌
詞
を
表
現
す
る

手
話
歌
の
指
導
も
始
め
ま
し
た
。
志
賀
町

で
は
、手
話
を
架
け
橋
と
し
た
温
か
な
ふ
れ

あ
い
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

手
話
を
共
通
言
語
に

地
域
情
報
を
交
換

高
校
生
に
手
話
歌
を
指
導

動
物
を
よ
り
間
近
に

子
ど
も
の
心
を
耕
し
た
い
。

手話サークル

しゅわッチ
（志賀町）

 志賀高校で手話歌を指導。高校生たちの練習の成果は、
学校の文化祭で披露しています

　

い
し
か
わ
動
物
園
が
今
年
10
月
で
満
二
十
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。お
か
げ
さ
ま

で
入
園
者
は
延
べ
６
７
０
万
人
に
も
上
り
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
思
い
出
さ
れ
る
の
は
、
金
沢
市
の
卯
辰
山
か
ら
現
在
地
へ
の
引
っ
越
し
大
作
戦
で

す
。神
経
質
な
ゾ
ウ
を
運
搬
車
に
怖
が
ら
ず
に
乗
せ
る
訓
練
を
約
５
カ
月
か
け
て
や
り
、当

日
の
移
送
で
は
動
物
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
を
最
小
限
に
す
る
た
め
、
34
キ
ロ
の
道
中
を
白
バ

イ
と
パ
ト
カ
ー
の
先
導
の
も
と
、す
べ
て
青
信
号
に
し
て
の
ろ
の
ろ
運
転
で
運
び
ま
し
た
。

　

い
し
か
わ
動
物
園
で
若
い
家
族
連
れ
や
お
孫
さ
ん
の
手
を
引
い
た
方
の
笑
顔
を
見
る

と
、動
物
園
が
家
族
の
絆
を
強
め
て
く
れ
る
場
所
だ
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。そ
し
て
、子

ど
も
が
動
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
命
の
大
切
さ
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
る
。「
動
物
園
が

あ
っ
て
よ
か
っ
た
」と
、し
み
じ
み
思
う
瞬
間
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、私
の
田
舎
に
は
動
物
園
が
な
く
、子
ど
も
の
頃
、連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。た
ま
た
ま
小
学
校
高
学
年
の
時
に
動
物
係
を
や
り
、リ
ヤ
カ
ー
を
引

い
て
集
め
て
き
た
エ
サ
用
の
残
飯
を
与
え
、飼
育
舎
を
掃
除
し
ま
し
た
。振
り
返
る
と
、こ

の
経
験
が
動
物
を
い
つ
く
し
み
、
命
を
守
る
責
任
の
重
さ
を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
と
感
じ

ま
す
。

　

子
ど
も
の
心
を
豊
か
に
耕
し
て
く
れ
る
動
物
と
の
出
会
い
。い
し
か
わ
動
物
園
で
は
、そ

の
た
め
の
整
備
や
工
夫
を
こ
れ
か
ら
も
順
次
進
め
ま
す
。今
月
、フ
ク
ロ
ウ
舎
の
観
覧
エ
リ

ア
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
替
え
、カ
ン
ガ
ル
ー
や
ワ
ラ
ビ
ー
を
展
示
す
る
施
設
で
は
、来
春
の
供

用
を
め
ざ
し
て
動
物
を
間
近
に
観
察
で
き
る
園
路
を
新
た
に
設
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
い
し
か
わ
動
物
園
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る「
ナ
イ
ト
Ｚ
Ｏ
Ｏ
」を

ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。夜
に
活
発
に
動
く
ラ
イ
オ
ン
や
ト
ラ
の
迫
力
あ
る

姿
は
、体
験
し
な
い
と
絶
対
に
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の「
ナ
イ
ト
Ｚ
Ｏ
Ｏ
」の
よ
う
に
、
い
し
か
わ
動
物
園
を
も
っ
と
面
白
く
魅
力
的
に
し

た
い
。そ
の
ア
イ
デ
ア
を
探
す
私
の
心
も
、童
心
に
帰
っ
て
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

 手話で「I  LOVE  YOU」を示しながら、
笑顔で写真に収まる「しゅわッチ」の皆さん

●問い合わせ

手話サークル しゅわッチ
会長：加藤博子

15

TEL. 0767（42）2545
（志賀町社会福祉協議会）

14
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a.lg.jp/ 県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL.  076（225）1362　FAX.  076（225）1363 Twitter Instagram

前略 石川県知事 県広報広聴室
公式SNS

「ほっと石川」

ぜひフォロー
してください。

柴野大造さん

本文には見やすいユニバーサルデザインフォントを使用しています。 再生可能な環境にやさしい植物油を主体としたベジタブルインクを使用しています。

11月2日㊏はご当地グルメを食べ尽くそう！

今年は第10回記念大会！ 入場無料

 「いしかわ食のてんこもりフェスタ」では、能登丼や能登ふ
ぐ、小松うどん、かわきた味噌豚どんなど、能登から加賀ま
で県内各地のグルメが大集合。同フェスタは今年で10回目
の節目となり、この日限りの記念メニューも登場します。当
日は来場者がお気に入りのグルメに投票し、「いしかわ食の
てんこもりグランプリ2019」も決定。投票いただいた方に
は抽選で特産品やグルメ券などをプレゼントします。
　さらに、特別ゲストとして、世界ジェラート大使で能登町
出身の柴野大造さん（株式会社マルガー代表取締役）も駆
けつけます。魅力てんこもりのフェスタに、ご家族やお友達
と一緒にぜひご来場ください。

日　時 ■ 11月2日（土）10：00～16：00
会　場 ■ いしかわ四高記念公園（金沢市広坂2丁目）
主　催 ■ いしかわ地域おこしご当地グルメ推進協議会（事務局：北陸放送、北陸スタッフ）
　　　　  TEL.076（264）1216

世界ジェラート大使

能登丼

能登ふぐ

小松うどん

※料理の写真はイメージです。

かわきた味噌豚どん
検索いしかわ食のてんこもりナビ




